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大安寺西地区地域自治計画 

                     

１．大安寺西地区の現状・課題 

 

自治会加入率の低下で挨拶を交わさないような近所との関係が増えている 

地縁組織の脆弱化…様々な課題を解決していく力がなくなってきた 

高齢者世帯の増加 

少子高齢化 

防災防犯に対しての不安 

 

２．地域づくりの目標 

（スローガン） 

住みたい街 住みよい街 住み続けたい街 “顔と名前の分かる地域コミュニティ” 

住民相互交流があるあたたかいまちづくり 

 

地域資源を活かし、高齢化に対応できる地域包括ケアシステムの構築 

超高齢化の社会を乗り切れる住民・医療・介護施設の連携で体制づくり 

子どもから高齢者までいつまでも住み続けられる地域社会へ 

 

安全・安心のまちづくり 地域住民のつながり強化 

自然災害・犯罪・事故などから身を守る 減災対策・犯罪被害を防ぐ 

 

子どもたちがこれからの時代をたくましく生きぬく力を育もう 

地域ともにある学校づくり幼稚園・小学校運営に地域が一体となって関わろう 

将来の担い手を創造し地域づくり 

 

地域包括ケアシステム構築 

地域包括ケアシステムの構築に向け地域住民、地元企業、行政の連携を図る 

孤立の回避 

元気な高齢者に関わってもらえる環境づくり…サロンの自主運営 

老老介護や認知症の方を介護している世帯へ支援 

近隣の助け合い見守り体制づくり 

買い物難民 ゴミ問題など困りごとの情報収集 

 

安全・安心のまちづくり 

自主防災防犯の取り組み 

皆で助け合える町づくり 

危険個所マップ・防災マニュアルの作成 
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子ども支援 

地域の子ども達の健全育成 

子どもの見守り体制 

校区成人式  

子どもや青年が地域事業の企画から実施まで体験できるようなイベントづくり 

非行・事故の防止 

子どもが安心して過ごせる居場所づくり 

幼稚園・小学校・中学校連携・協働 

 

３．期待できる効果 

①多世代が交流しお互いを支え合う地域コミュニティの発展 

②防犯・防災意識の高揚 

③住民と医療・介護施設が連携をとり安心して住める地域に 

 

４．具体策 

 

自治環境部会 

事業名 内容 備考 

川の彩り花づつみ事業  佐保川沿い花壇に植栽 まち・河川をより美しくし

地域の誇りとなるように

意識の高揚 

環境美化 佐保川・菰川・菩提川清掃 年 4 回 

違法広告物撤去・巡回    年 4 回 

つながり事業 多世代交流の場づくり 

川辺のまちづくり協議会イベントの実施 

地域の活性化 

IC 新駅周辺のまちづくり 

魅力ある安心・安全な住みよ

いまちづくりの推進 

地域住民、医療施設、介護施設、企業、 

奈良県、奈良市と情報交換、意見交換に 

つとめ緊密に連携、協働 

 

 

福祉部会 

事業名 内容 備考 

地域包括ケアシステム構築 医療・介護施設・住民の連携 可能な限り住み慣れた地域

で最後まで生活できる体制

づくり・福祉のまちづくり 

高齢者つながり事業 高齢者が参画 自主運営へ 高齢者の自立支援 

年長者集い 多世代交流の場づくり  
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教育子ども部会 

事業名 内容 備考 

青空ラジオ体操 子どもから大人まで健康づくり 多世代が交流 

校区成人式 次世代育成 子ども達の育成に責任を 

持つ次世代の担い手の創造 

子ども安全パトロール 登下校時の見守り 子どもの安全確保 

子ども達の地域活動をサポート推進する 

 

安心安全部会 

事業名 内容 備考 

総合防災防犯訓練 自主的な防災防犯活動 災害への備え地域連携力を

強化し安心して暮らせるま

ちづくり 

応急手当普及講座 

炊き出し訓練 

防犯パトロール 

 

地域活性化事業 

事業名 内容 備考 

ふれあい夏まつり 地域住民交流の場づくり 多世代が交流できる魅力あ

るまちづくり 
ふれあいもちつき大会 

 

広報部 

事業名 内容 備考 

地域の情報発信 広報誌の定期的な発行 

ホームページの有効活用 

協議会活動や組織体制

などの情報を地域住民

に発信する 

まちづくりに参画したい人

に向けて情報発信 

ボランティア募集等のチラシや 

ポスターの発行 

多様な世代の地域活動

への参画・協働を目指す 

地域と企業・施設・店舗情

報共有 

広報誌の活用 

印刷物、ホームページの連携等 

連携を強化する 

 

５．今後の計画 

各事業は参加者や住民の意見を集め課題や問題点を明確にし、事業に反映できるよう協議し事業の評価を 

行う。また継続する事業については内容を見直し効果的な事業実施に向け立案する。 


